
補聴器を初めて使用する場合、初めて聞く多くの音が気に
なったり、煩わしく感じたりするため、慣れるまでに時間
を必要とする。1 脳には柔軟性があるため、補聴器の装用
者は、一般に順応と呼ばれる調整期間を経ると、増幅によ
る利点をより多く得られるようになる可能性がある。2,3 さ
らに、順応期間中により大きい利得に慣れていく可能性も
ある。4 したがって、補聴器によってもたらされる増幅を
すぐに受け入れられるかどうかが、順応期間の経過ととも
に新しい補聴器を継続して装用するようになるかどうかに
大きく影響するため、考慮すべき重要なフィッティング要
素となる。 

多くの臨床現場では、補聴器の利得や各種機能の設定、あ
るいは最初にフィッティングする補聴器の種類は、補聴器
ユーザーのその場での感じ方に基づいて決定されている。
フィッティングの出発点は、処方されるターゲットゲイン
であり、それに基づき検証するものの、最終的には補聴器
ユーザーの増幅への許容や好みによって評価することを求
められることが多くある。この判断の基準は個人的なもの
で、「どのように聞こえますか？」、「どちらの音がよい
ですか？」といった質問によって引き出される。アフター
フィッティングでは、装用者が聞こえに慣れていく中で
徐々に補聴器の設定を調整することができる。 

リサウンドは、初回フィッティングの処方を決定する際、
個人の補聴器経験を考慮に入れてさまざまなプロファイル
を選択できる。これは、補聴器ユーザーが、これまでの
経験がどのようなものであっても自発的に補聴器を受け入
れることを目的としたものである。スマートフィットバー
ジョン 1.17 から、初回装用時に新しいオプションが追加
されている。これは、増幅された音が気になったり、煩わ
しく感じたりする新しいユーザーに、補聴器の装用に徐々
に慣れていけるようにするために、穏やかなスタートを提
供することを目的としている。これに伴い、以前の「補
聴器が初めて – 快適優先」は「補聴器が初めて – 明瞭優先
70％」に置き換えられた。初めて補聴器を装用する方がす
ぐに順応できる最適な設定を決定するために、臨床現場と

同じ方法で、その方たちが直ちに知覚的な判断ができるよ
うなリスニングテストが実施された。偏りを少なくし、短
期記憶の限界を克服するために、試験では、ヘッドホンを
使用し、録音した音源を再生した。

調査方法 

参加者
軽度から中等度難聴で、補聴器未経験者の成人（男性 8 
名、女性 3 名、平均年齢 67 歳）が調査に参加した。全員
に同じ補聴器設定ができるように、軽～中等度難聴（標準 
N3型）5 の聴力型によく似た難聴を抱える参加者が選ばれ
た。

補聴器とその設定
前述のとおり、補聴器フィッティングによっては、特定の
補聴器で設定を変えるだけでなく、異なる複数の補聴器を
比較試聴する場合もある。これを考慮して、リサウンドの
外耳道内レシーバ耳かけ型（RIE）補聴器と、競合他社 2 
つのプレミアムクラスの RIE 補聴器をテストに含めた。競
合他社の補聴器は、補聴器経験無しの方向けの標準設定に
プログラムした。リサウンドの補聴器は、標準設定に以下
の変更を加えてプログラムした。 

•  補聴器が初めて – 明瞭優先 

•  補聴器が初めて – 明瞭優先 利得レベル70％

•  補聴器経験者 – ノンリニア利得レベル70％

初回フィッティングでの受容を「補聴
器が初めて – 明瞭優先70％」で最適化
する 
Erica Koehler, AuD; Gregoire Yeche, AuD; Tao Cui, AuD; Jennifer Groth, MA

要約
一般的に、初めて補聴器を装用する場合、慣れるための調整期間が必要であり、増幅された音に慣れるのが他
の人よりも難しいと感じる人がいることが知られている。補聴器に上手に適応できると、補聴器の利点を享受
でき、より多くの利得を受け入れたり、増幅された音に対する不快感や煩わしく感じる等が少なくなる。リサ
ウンド・スマートフィットでは、聴力検査の結果と補聴器経験の有無の両方を踏まえて初回フィッティングの
設定を処方する。本稿では、増幅された音に慣れず、苦労する初めての補聴器ユーザーに役立つ「明瞭優先
70％」オプションについて説明する。
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図 1．リスニングテスト参加者の平均聴力閾値レベル。

すべての補聴器と設定に対して音響試験箱での測定も実施
した。リサウンドの3つの条件の中では、「補聴器が初め
て – 明瞭優先・利得レベル70%」の処方利得が最も低く、
競合他社ブランドの補聴器経験無しのユーザー向け初期
フィッティングと最も近似していることが分かった。し
たがって、この設定を新しい処方オプションの元になる
ターゲット案として検討を開始した。全ての補聴器につい
て、検査室内の KEMAR(音響測定用のマネキン)にオープン
フィッティング、両耳装用を行い、ハウリング抑制システ
ムを校正した。

録音と試験手順
それぞれの補聴器ペアに対して、3 つの音源をKEMAR の
相対方位角 0 度でスピーカー再生し、各補聴器でステレ
オ録音した。3 つの音源は、「ピアノ演奏」、「レストラ
ン」、および 「女性(1人)の会話音声」である。各録音の
最初の 30 秒を削除して、補聴器のあらゆるアダプティブ
機能が安定した状態の聞こえを評価した。

リスニングテストは、ステレオヘッドホンを使用して、各
参加者が心地よいと感じるレベルの音量で実施した。ロー
カル、またはリモートマシンで知覚的なオーディオ評価テ
ストを実行するためのインターネットベースのツールが使
用された。（https://github.com/BrechtDeMan/ 
WebAudioEvaluationTool）。各条件を他のすべての条件と
一対一で比較できるように A/B 比較を行った。参加者が条
件間を途切れることなく、切り替えられるように音源は連
続してループ再生した。試験のユーザーインターフェース
のスクリーンショット（図 2）で、参加者がどのように音
源を再生し、選択できるかを示す。音源の順序および A/B 
比較は無作為化した。参加者が行う作業は、2 つの音源か
ら最も「心地よい」方を選択することである。新しいプロ
ファイル「補聴器が初めて- 明瞭優先70％」の目的は、補
聴器初装の方の自発的な受け入れを最大化することである
ため、「はっきりした」音などより「心地よい」音の方が
直ちに受け入れられる可能性が高いという前提の下でこの
基準が選ばれた。初めての補聴器ユーザーが、増幅された
音をどう感じるかをその場で尋ねられるのと同じ要領でリ

スニングテストを行えるように、「心地よい」という言葉
の解釈は各参加者の判断に委ねられた。

Web 音評価ツール

WACT 1.2.2 Test Cr... AB_PRACTICE AB_Piano AB_Speech AB_Diner

local/host:8000/index.html?url=tests/examples/AB_Piano.xml

マスター音量調整
0dB

リスニングテスト
ピアノ演奏のどちらのサンプルの方が心地よいですか？

1/20 ページ

Web 音評価ツールボックス（v1.2.3）

A B

聞く

00:00

聞く

送信

停止

図 2．一対比較法リスニングテストのユーザーインターフェース。参加者は、選択を決
定する前に 2 つのサンプル間を自由に切り替えることができる。

データ分析
データは 一対であり、サンプルが小さいため、統計学に
おける二項分布（「コイントス」テスト）を使用した。リ
スニングテストの結果を分析するこの方法の利点は、ター
ゲットに対するオブザベーションの数が偶然の予測尤度を
超えているかどうかを知ることができ、結果を選好の方向
と程度を示すzスコアに変換できることである。-1 ～ +1 の
範囲内の Z スコアがチャンスレベル(ある事象が偶然生じる
確率)であると見なされる。

結果と考察
一対比較法リスニングテストの z スコアを図 3 に示す。
「補聴器が初めて-明瞭優先70%」の各比較回答に対する 
3 つの音源における一対比較法の結果が示されている。
チャンスレベルになかった回答を示した比較は 1 つだけで
あった。これは、「補聴器が初めて-明瞭優先70%」の方が
「補聴器が初めて-明瞭優先」よりも、「女性(1人)の会話
音声」が心地よいと感じられるかどうかの評価である。残
りの 7 つの比較では、結果は有意ではなかったが、3 つの
ケースで「補聴器が初めて-明瞭優先70%」の方が優れてお
り（z スコアが正）、3 つのケースで「同じ」（z スコアが 
0）であった。1 つの比較結果において、ブランド A の方
向（zスコアが負）であった。

以上をまとめると、これらの結果により、補聴器経験がな
い軽度から中等度の難聴者にとって、「補聴器が初めて-明
瞭優先70%」の設定は、他のオプションや競合他社の初回
フィッティング設定と比べて、より快適な初回フィッティ
ングを提供する可能性があり、快適さが低いとは感じない
ことが示唆された。したがって、この設定により、増幅さ
れた音への即時の受容が促進される可能性がある。
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新しいスマートフィットに期待できるもの

利得
スマートフィットのバージョン 1.17 から、「補聴器が初
めて – 快適優先」プロファイルは使用できなくなる。その
代わりに「補聴器が初めて-明瞭優先70%」が、顧客プロ
フィール画面にフィッティングオプションとして表示され
る。このオプションを選択すると、「補聴器が初めて-明瞭
優先」の処方がフィッティングに適用され、利得レベルが
自動的に 70% に設定される。顧客情報にあるプロフィー
ル画面からフィッティング画面に移動すると、表示される
ターゲットゲインは「補聴器が初めて-明瞭優先」の値だ
が、利得はそのターゲットの 70% に設定される。聴覚ケ
ア専門家は、利得のパーセントオプションに「100%」を
選択することで、いつでも「補聴器が初めて – 明瞭優先」
の設定に合わせることができる。もしくは、アクセプタン
スマネージャーを有効化して、その人が補聴器を装用して
いく中で徐々に利得を希望するターゲットまで上げていく

ことも可能である。2 つの聴力型（図 4）へ「補聴器が初
めて-明瞭優先70%」を処方した際の「補聴器が初めて-明
瞭優先」と「補聴器が初めて-快適優先」の利得の違いを図 
5 と図 6 に示す。この 2 つの例から以下のことがわかる。

•  「補聴器が初めて-明瞭優先70%」と、「補聴器が初め
て-明瞭優先」の処方には、明確でシンプルな相関があ
る。「補聴器が初めて-明瞭優先70%」の利得は常に低
く、難聴の程度によって異なる。

•  「補聴器が初めて-明瞭優先70%」は、低域周波数にお
いて利得が「補聴器が初めて- 快適優先」よりも小さく
なり、中域から高域周波数においてわずかに大きくな
る。増幅に慣れるのが難しい人に「補聴器が初めて – 
快適優先」を適用するのに比べ、スピーチの明瞭さを
損なうことなく、ラウドネスに対する不満を和らげる
ことができる。

図 4．標準的な聴力型 S3（左側）および N3（右側）。両方とも補聴器が初めての人が持つ代表的な聴力型である。

図 3．一対比較法リスニングテストの z スコア。スコアは全て「補聴器が初めて-明瞭優先70%」の条件と比較したもので、スコア 0 は差がなかったことを示す。右側に伸びるスコア
は、「補聴器が初めて-明瞭優先70%」の方が好ましかったことを、左側に伸びるスコアは他の条件の方が好ましかったことを示す。網掛け部は、差が有意であることを示す。「女性
の会話音声」における「補聴器が初めて – 明瞭優先」との比較でのみ、唯一の有意な差が認められ、「補聴器が初めて-明瞭優先70%」の方が好まれた。

「補聴器が初めて-明瞭優先70%」とその他との一対比較の回答

z スコア

 女性の会話音声    レストラン    ピアノ

ブランド B

ブランド A

「補聴器が初めて-
明瞭優先」

その他の回答が有意に好ましい 「補聴器が初めて-明瞭優先70%」 
が有意に好ましい
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特別機能
初期フィッティングで適用される機能設定は、Koehler & 
Schumacher で説明されているとおり、個人の補聴器経験
と難聴の程度に応じて区別され、処方される。6 このエビ
デンスに基づく処方は保守的である。つまり、初期設定の
特別機能と比較して調整が行われるのは、その設定の根拠
を裏付ける複数の研究がある機能のみであり、フィッティ
ングソフトウェアで利用可能な個々の顧客要因のデータの
みが含まれる。「補聴器が初めて-明瞭優先70%」オプショ
ンの導入で、環境適応ノイズトラッカー II を搭載した製品
では、大きな背景雑音によるストレスを低減することを目
的として、さらなる保守的な変更が行われている。最も騒
がしい環境では、ノイズトラッカー II の設定が 1 ステップ
上げられる。「補聴器が初めて-明瞭優先70%」のその他の
特別機能は、「補聴器が初めて – 明瞭優先」プロファイル
とオージオグラムに応じて設定される。

その他のターゲットルール
リサウンド独自のAudiogram＋処方式のように、NAL-NL2
処方でも、補聴器使用経験の有無を考慮に入れることがで
きる。NAL-NL2 ターゲットへのフィッティング時に新規
ユーザーの補正が適用されるには、顧客情報画面で「補
聴器が初めて-明瞭優先」あるいは「補聴器が初めて-明瞭
優先70%」オプションを選択する必要がある。NAL-NL2 
フィッティングに「補聴器が初めて-明瞭優先70%」オプ
ションを選択すると、新しい補聴器ユーザー用の修正に加
えて、利得のパーセンテージオプションが 70% に設定さ
れる。スマートフィットのAudiogram+と NAL-NL2 以外の

ターゲットルールにおいて、「補聴器が初めて-明瞭優先
70%」オプションを選択すると、個別のターゲットルール
に新規ユーザー補正がない場合でも、利得パーセンテージ
が70%に設定される。これには、NAL-RP、NAL-NL1、DSL 
i/o、DSLv5 の各ターゲットルールが該当する。

まとめ
「補聴器が初めて-明瞭優先70%」オプションはどのター
ゲットルールでも選択でき、処方された目標利得の 70% 
が適用される。これは、聴覚ケア専門家にとって、補聴器
装用が初めての方で、増幅された音を好まない方のためを
対処する簡単な方法である。リサウンドの「補聴器が初め
て – 明瞭優先」プロファイル、および2つの競合プレミア
ムクラスの初回フィッティング設定に対して、一対比較法
リスニングテストを実施した。「補聴器が初めて-明瞭優
先70%」オプションは、一つの比較以外の全てにおいて、
“優れている”または“同等である”と評価され、補聴器が初
装の方に音の即時の受け入れに役立つ可能性が示唆され
た。
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図 5．「補聴器が初めて-明瞭優先70%」では利得が「補聴器が初めて-明瞭優先」プロファイルで処方される70% になるため、利得は常に小さくなる。 
N3聴力型(右側)とS3聴力型(左側)を比較すると、より難聴の程度が高いS3聴力型(左側)に対して、利得の減少が大きくなった。

図 6．「補聴器が初めて-明瞭優先70%」の設定は、「補聴器が初めて-快適優先」プロファイルと直接関連があるわけではわけではない。「補聴器が初めて-明瞭優先70%」の低域周波
数帯の利得は、「補聴器が初めて - 快適優先」よりも小さくなる傾向にあり高域周波数帯では、同様かわずかに高くなり、入力レベルに応じた変化も、一部観察された。「補聴器が初
めて-明瞭優先70%」は「快適優先」と比較して、音の明瞭性を損なうことなく、大きな音への不満解消に役立つ可能性がある。

S3 聴力型の「補聴器が初めて-明瞭優先70%」 
と「補聴器が初めて-快適優先」の差

S3 聴力型の「補聴器が初めて-明瞭優先70%」 
と「補聴器が初めて-明瞭優先」の差

N3 聴力型の「補聴器が初めて-明瞭優先70%」 
と「補聴器が初めて-快適優先」の差

N3 聴力型の「補聴器が初めて-明瞭優先70%」 
と「補聴器が初めて-明瞭優先」の差
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